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大学共同利用機関法人自然科学研究機構事業報告書 

 

Ⅰ はじめに  

 

 

 

自然科学研究機構（以下「本機構」という。）は、国立天文台、核融合科学研究所、基礎生物学研究

所、生理学研究所、分子科学研究所の５つの大学共同利用機関（以下「各機関」という。）から構成さ

れる大学共同利用機関法人として、平成16年４月に発足した。 

 

本機構は、自然科学の更なる発展を目指して、各機関がその特色を活かしながら、先端的・学際的

研究を推進するとともに、我が国の自然科学の拠点として、大学等との連携、新たな研究領域の開拓

及び大学院教育等の人材育成を積極的に進めてきた。 

 

本機構では、こうした各機関で進める研究活動や取組みを基盤としつつ、第３期中期計画に掲げた

以下の計画等についても、重点的に推進しているところである。 

 

「自然科学共同利用・共同研究統括システム」（これまで各機関がそれぞれの背景に基づき独自に

行ってきた共同利用・共同研究の公募を本機構としてワンストップで行い、最終的には申請から審査、

採択、成果報告・公表、分析に至るまでをWeb上で統合的に管理するシステム。これにより、本機構

の共同利用・共同研究の機能強化と共に、組織・分野の壁を低くすることによる異分野融合の促進を

目的としている。（呼称は「NOUS（ヌース）」：NINS Open Use System））については、令和２年度

は機能向上のための改修を進め、機構本部で行う「分野融合型共同研究事業」、国立天文台、核融合科

学研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所、アストロバイオロジーセンターにお

けるNOUSの運用を継続するほか、生命創成探究センターにも適用を開始し、適用範囲を拡大してい

る。更に、IR機能の開発に向けた要件定義・仕様策定を完了し、令和３年度の実装に向けて整備を進

めた。 

 

平成28年度に発足させた「自然科学大学間連携推進機構」（本機構の大学間連携ネットワーク研究

を基盤とした、本機構と大学（現在は13大学）とのトップコミットメントによる組織的対話の場。（呼

称は「NICA（ナイカ）」：NINS Inter-university Cooperative Association））については、令和２年

度は、NICAフェロー制度を実施し、８大学と協定を締結し、６大学の推薦に基づき人材育成の事業

を展開するとともに、研究機器の教養や研究支援技術に関する課題に取り組むため、それぞれの部会

で検討を行い、NICA協議会において報告した。 

 

異分野融合・新分野創成を目的とした取組については、「分野融合型共同研究事業」（公募事業）を

機構内外の研究者を対象として実施し、令和元年度は、12件の共同研究を採択、２件のワークショッ

プを採択し、研究を実施した。また、発展的な取組として、基礎研究を元にした応用展開に向けた取

組についても実施し、５件の研究課題を採択し研究を実施した。 

 

国際連携の取組みとしては、欧州、米国、東アジア諸国等と連携を深め、欧州分子生物学研究所

（EMBL）、ヨーロッパ南天天文台（ESO）、米国国立科学財団（NSF）、プリンストン大学等と引き

続き協定に基づく国際共同研究等を進めた。 
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この他、令和２年度は、本機構が幹事機関となり、大学等の研究力強化に資する先導的取組・好事

例の共有、及びこれら取組の全国的な普及・定着を目的とする「研究大学コンソーシアム」（研究力強

化に積極的に取り組む33の国公私立大学及び大学共同利用機関法人で構成。メンバーは各構成機関の

研究担当理事。（呼称は「RUC」：Research University Consortium））の活動をさらに推進した。具

体的な活動としては、各構成機関の好事例などの取組を紹介するホームページの運用や、シンポジウ

ム（令和２年度は第４回として、引き続き世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）との共催に

より、研究力強化に資する情報提供、大学のURAやWPIの構成員等による好事例共有・パネルディス

カッションを実施。令和２年11月開催（オンラインで延べ500名超が参加）。）の開催のほか、各大学等

が抱える共通課題の解決に向けて議論する３つのタスクフォース（「高度専門人材・研究環境支援人

材の活用に関するTF」、「研究力分析に関するTF」、「国際情報発信に関するTF」）において、それぞれ

のテーマについて適任の専門家による検討を行った。特に、高度専門人材・研究環境支援人材の活用

に関するタスクフォースにおいては、コロナ禍におけるURAの意義と充実を訴える提言をまとめた。

さらに、令和２年度より異分野融合に関するタスクフォースを設置し、好事例の共有等を進めるとと

もに、URAの活動に資するDXの推進のための議論を行い、提言をまとめた。また、RUCとしてEBPM

（Evidence Based Policy Making）の普及展開を図るため、研究担当理事を対象としたエグゼクティ

ブセミナーを開催するとともに、URAのみならず関連業務に関わる事務職員等のスキル向上をめざし

た人材育成ワークショップを引き続き開催した。 

 

現在、本機構では、機構長のリーダーシップの下、機構全体の研究力強化を推進するため、平成25

年度に機構本部に設置した「研究力強化推進本部」及び各機関に設置した「研究力強化戦略室」にお

いて、URAを増員して体制を強化するとともに、２つの目標（「世界最高水準の自然科学研究の推進」

及び「世界最先端の共同利用・共同研究環境を用いて大学等の研究力強化に寄与」）とそれを実現する

ための４つの柱（①国際的先端研究の推進支援、②国内の共同利用・共同研究の推進支援、③国内外

への情報発信・広報力強化、④若手・女性・外国人研究者支援）、さらには「IRによる戦略立案」、前

述の「研究大学コンソーシアムの形成」及び「産業界との組織的対話」を、“新・研究力強化実現構想”

として掲げ、強力にその推進に取り組んでいる。 

 

他方、国の厳しい財政状況の下で運営費交付金が削減されるなか、更なる学術研究の進展のために、

いかに限られた資源を有効に活用するか、また、大学共同利用機関としての機能強化のための経費を

いかにして確保していくかが、財政運営上の大きな課題となっている。 

 

本機構では、これらの財政運営上の課題に対応しつつ、多様な自然科学分野における世界最高水準

の学術研究を推進するためには、今後とも必要な予算の確保を図り、業務運営の効率化をより一層進

めるとともに、競争的資金等外部資金の積極的な拡大を図ることとしている。 

 

 

Ⅱ 基本情報  

 

１．目標 

本機構は、宇宙、エネルギー、物質、生命等に関わる自然科学分野の拠点的研究機関を設置・運営

する。 

各機関は、自然科学分野における学術研究の発展を担う拠点として、先端的・学際的領域の学術研

究を行い、大学共同利用機関としての責任を果たすとともに、その成果を発信する機能を果たす。ま

た、国際的に優れた研究成果を上げるため、適切な自己点検や外部評価を実施する。 

更に、本機構は、大学の要請に基づいて、特色ある大学院教育を推進するとともに、若手研究者の
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育成に努める。 

 

２．業務内容 

本機構の各機関は、天文学、核融合科学、物質科学、生命科学等、当該研究分野の卓越した拠点と

して、先端的で独創的な学術研究を持続的に推進することを使命としている。また、国公私立大学を

はじめとする我が国の研究者コミュニティーに研究データを公開提供するとともに、多くの情報を発

信することや、大規模な研究施設・設備を設置・運営し、これらを全国の大学等の研究者の共同利用

に供することにより、大学の研究者等との共同研究を活発に行い、効果的かつ効率的に世界をリード

する研究を推進している。各機関は、その専門分野を先導する中核拠点として、国内外の研究者との

共同利用・共同研究者の意見を反映して常に改善できる体制をとっている。このため、各機関では、

国公私立大学をはじめとする我が国の研究者コミュニティーを代表する外部委員を含む運営会議を

設置し、各機関の運営に当たっている。 

また、本機構は、各機関の特色を活かしながら、さらに各々の分野を超え、広範な自然の構造と機

能の解明に総合的視野で取り組んでいる。また、自然科学の新たな展開を目指し、新しい学術分野の

創出とその育成を進めるとともに、自然科学に対する理解を深める活動や研究成果の還元により社会

への貢献を進めている。 

本機構は、我が国における自然科学研究の最先端の場であるという特徴を活かし、総合研究大学院

大学及び連携大学院等をはじめとして、全国の大学と協力して特色ある大学院教育を進め、国際的に

活躍が期待される研究者の育成を積極的に推進している。 

また、各機関は、各分野における我が国の代表的な国際的学術研究拠点として、欧米、アジア諸国

等との連携を進め、人材交流を含む国際間の研究交流を促進している。 

 

３．沿革 

昭和50年 分子科学研究所発足 

昭和52年 生物科学総合研究機構（基礎生物学研究所、生理学研究所）発足 

昭和56年 岡崎国立共同研究機構（分子科学研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所）発足 

昭和63年 国立天文台発足 

平成元年 核融合科学研究所発足 

平成16年 大学共同利用機関法人自然科学研究機構発足 

 

４．設立根拠法 

国立大学法人法 

 

５．主務大臣（主務省所管局課） 

文部科学大臣（文部科学省研究振興局学術機関課） 
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６．組織図 

 

 

 

 

７．所在地 

自然科学研究機構   東京都三鷹市大沢2-21-1 

国立天文台      東京都三鷹市大沢2-21-1 

水沢VLBI観測所      岩手県奥州市水沢区星ガ丘町2-12 

野辺山宇宙電波観測所   長野県南佐久郡南牧村野辺山462-2 

ハワイ観測所         650 North A'ohoku Place, Hilo, Hawaii 96720 U.S.A 

チリ観測所        Alonso de Cordova 3788, Office 61B Vitacura, Santiago, Chile  

核融合科学研究所   岐阜県土岐市下石町322-6 

基礎生物学研究所   愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38 

生理学研究所     愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38 

分子科学研究所    愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38 

 

 

８．資本金の状況 

75,035,589,256円（全額 政府出資）  

６．組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機構長 

監事 

理事 

教育研究評議会 

副機構長 

機構長選考会議 

経営協議会 

役員会 

機構会議 

研究基盤戦略会議 

事務局 

監査室 

研究力強化戦略会議 

研究力強化推進本部 

 
研究連携委員会 

国際連携委員会 

広報委員会 

男女共同参画推進委員会 

情報セキュリティ委員会 情報セキュリティ推進室 

基礎生物学研究所 生理学研究所 分子科学研究所 核融合科学研究所 国立天文台 

新分野創成センター 

アストロバイオロジーセンター 

生命創成探究センター 

国際連携研究センター 

岡崎共通研究施設 

岡崎統合事務センター 

内部統制推進室 
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９．学生の状況（令和２年５月１日現在） 

総合研究大学院大学の学生数 

機 関（基盤機関） 研 究 科 専   攻 学 生 数 

国立天文台 
物理科学研究科 

天文科学専攻 28名 

核融合科学研究所 核融合科学専攻 17名 

基礎生物学研究所 
生命科学研究科 

基礎生物学専攻 47名 

生理学研究所 生理科学専攻 35名 

分子科学研究所 物理科学研究科 
構造分子科学専攻 18名 

機能分子科学専攻 23名 

計 168名 

 

 

 

１０．役員の状況 

役員の定数は、国立大学法人法第 24条により、機構長１人、理事６人、監事２人。任期は国立大学

法人法第 26条において準用する同法第 15条の規定、大学共同利用機関法人自然科学研究機構長の任

期に関する規程及び大学共同利用機関法人自然科学研究機構理事の選考等に関する規程の定めると

ころによる。 

 

役職 氏  名 任 期 主な経歴 

 

機構長 

 

 

 

 

 

 

 

小森 彰夫 

 

 

 

 

 

 

令和２年４月１日～ 

令和４年３月31日 

 

 

 

 

 

 

 

昭和56年４月 東北大学 

昭和59年４月 九州大学助教授 

平成５年１月 核融合科学研究所助教授 

平成９年７月 核融合科学研究所教授 

平成15年４月 核融合科学研究所大型ヘリカル研

究部研究総主幹 

平成16年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所大型ヘリカル研究部研究総主幹 

平成21年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所長（～平成27年３月） 

平成24年４月 自然科学研究機構理事（～平成27

年３月） 

平成27年３月 自然科学研究機構退職 

平成27年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所特任専門員 

平成27年10月 自然科学研究機構核融合科学研究

所特任教授 

平成28年４月 自然科学研究機構長（～現在） 

 

理事 

 

 

 

 

 

 

德田 次男 

 

 

 

 

 

 

令和２年４月１日～ 

令和４年３月31日 

 

 

 

 

昭和55年４月 高エネルギー物理学研究所 

昭和60年４月 文部省 

平成12年４月 弘前大学経理部主計課長 

平成13年７月 大学評価・学位授与機構評価事業

部評価第３課長 

平成15年１月 文部科学省研究振興局量子放射線

研究課加速器科学専門官 
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平成17年４月 文部科学省研究振興局学術機関課

課長補佐 

平成20年４月 文部科学省研究振興局振興企画課

課長補佐 

平成22年４月 情報・システム研究機構国立極地

研究所管理部長 

平成22年７月 情報・システム研究機構極地研・

統数研統合事務部共通事務センタ

ー長 

平成23年４月 情報・システム研究機構極地研・

統数研統合事務部長 

平成26年４月 高エネルギー加速器研究機構総務

部長 

平成29年３月 文部科学省辞職 

平成29年４月 自然科学研究機構理事・事務局長

（役員出向）（～現在） 

 

理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子 修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年４月１日～ 

令和４年３月31日 

 

 

 

 

 

 

 

昭和54年４月 名古屋大学 

平成元年11月 核融合科学研究所助教授 

平成９年10月 核融合科学研究所教授 

平成15年４月 核融合科学研究所大型ヘリカル研

究部研究主幹 

平成16年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所大型ヘリカル研究部研究主幹

（～平成21年３月） 

平成19年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所安全管理センター長(～平成21

年３月) 

平成21年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所副所長（～平成28年３月） 

平成28年４月 自然科学研究機構理事（～現在） 

 

理事 

 

 

竹入 康彦 

 

令和２年４月１日～ 

令和３年３月31日 

 

昭和60年４月 京都大学 

平成７年７月 核融合科学研究所助教授 

平成16年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所教授 

平成21年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所大型ヘリカル研究部粒子加熱プ

ラズマ研究系研究主幹 

平成22年４月 自然科学研究機構核融合科学研究

所大型ヘリカル装置計画実験統括

主幹 

平成26年６月 自然科学研究機構核融合科学研究

所大型ヘリカル装置計画研究総主

幹 

平成26年７月 自然科学研究機構核融合科学研究

所重水素実験推進本部長 

平成27年４月 自然科学研究機構核融合科学研究
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所長（～現在） 

平成30年４月 自然科学研究機構理事(～現在) 

 

理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川合 眞紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年４月１日～ 

令和４年３月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和60年５月 理化学研究所 

昭和63年４月 東京工業大学客員教授 

平成３年４月 理化学研究所主任研究員 

平成16年３月 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授 

平成22年４月 理化学研究所理事 

平成27年４月 理化学研究所理事長特別補佐 

平成27年８月 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授 

平成28年４月 自然科学研究機構分子科学研究所

長（～現在） 

平成31年４月 自然科学研究機構理事（～現在） 

 

理事 

(非常勤) 

 

 

 

 

井本 敬二 

 

令和２年４月１日～ 

令和４年３月31日 

 

 

昭和53年３月 田附興風会北野病院（～昭和53年

６月） 

昭和55年８月 国立療養所宇多野病院 

昭和60年６月 京都大学 

平成２年５月 京都大学助教授 

平成７年４月 岡崎国立共同研究機構生理学研究

所教授 

平成11年４月 岡崎国立共同研究機構生理学研究

所研究主幹（～平成13年３月） 

平成16年４月 自然科学研究機構生理学研究所研

究連携担当主幹（～平成19年３

月） 

平成19年４月 自然科学研究機構生理学研究所研

究総主幹（～平成23年３月） 

平成23年４月 自然科学研究機構生理学研究所副

所長 

平成25年４月 自然科学研究機構生理学研究所所

長 

平成28年４月 自然科学研究機構理事 

平成31年４月 自然科学研究機構理事（非常勤）

（～現在） 

 

理事 

（非常勤） 

 

斎藤 卓 

 

令和２年４月１日～ 

令和４年３月３１日 

昭和54年４月 日本学術振興会奨励研究員 

昭和55年４月 （株）豊田中央研究所 

平成15年６月 （株）豊田中央研究所取締役 

平成19年６月 （株）豊田中央研究所取締役副所

長 

平成20年６月 （株）豊田中央研究所代表取締役

所長 

平成26年６月 （株）豊田中央研究所特別顧問 

平成26年６月 （公財）豊田理化学研究所常務理

事 
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平成30年７月 （株）豊田中央研究所顧問（組織

改定による呼称変更） 

令和２年４月 大学共同利用機関法人自然科学研

究機構理事（非常勤） 

 

監事 

 

小川 雄一 

 

令和２年９月１日～ 

令和５事業年度財務諸

表承認日 

 

昭和56年６月 名古屋大学プラズマ研究所助手 

平成元年５月 核融合科学研究所助手 

平成３年９月 東京大学工学部助教授 

平成11年４月 東京大学大学院工学系研究科教授 

平成11年５月 東京大学高温プラズマ研究センタ

ー教授 

平成20年４月 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授 

令和元年６月 東京大学名誉教授 

令和２年９月 大学共同利用機関法人自然科学研

究機構監事（常勤） 

 

監事 

（非常勤） 

 

 

二宮 博正 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月１日～ 

令和５事業年度財務諸

表承認日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和49年４月 日本原子力研究所 

昭和61年４月 日本原子力研究所副主任研究員 

平成３年４月 日本原子力研究所主任研究員 

平成15年４月 日本原子力研究所炉心プラズマ研

究部長 

平成17年10月 日本原子力研究開発機構先進プラ

ズマ研究開発ユニット長 

平成19年10月 日本原子力研究開発機構核融合研

究開発部門副部門長 

平成21年10月 日本原子力研究開発機構核融合研

究開発部門長（兼那珂核融合研究

所長） 

平成24年３月 日本原子力研究開発機構退職 

平成24年４月 一般財団法人高度情報科学技術研

究機構参事 

平成27年４月 一般財団法人高度情報科学技術研

究機構参与 

平成28年４月 自然科学研究機構監事 

令和２年９月 自然科学研究機構監事（非常勤）

（～現在） 

 

 

１１．教職員の状況（令和２年５月１日現在、任期付教職員を含む。） 

教員828人（うち常勤661人、非常勤167人） 

職員925人（うち常勤465人、非常勤460人） 

（常勤教職員の状況） 

常勤教職員は前年度比で14人（1.2％）増加しており、平均年齢は45.5歳（前年度45.1歳）となって

いる。このうち、国からの出向者は36人、地方公共団体及び民間からの出向者は0人である。 
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Ⅲ財務諸表の概要  

１． 貸借対照表（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

（単位：百万円） 

 

 

２． 損益計算書（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

（単位：百万円） 

 

 

 

金額 金額

固定資産 96,266                   固定負債 36,759              

有形固定資産 91,132                   資産見返負債 32,536              

土地 28,780                   引当金 －

建物 65,148                   退職給付引当金 －

減価償却累計額 △36,075                その他の引当金 －

減損損失累計額 △114                     その他の固定負債 4,223                

構築物 3,440                     流動負債 12,875              

減価償却累計額 △2,782                  未払金 6,700                

工具器具備品 151,461                 その他の流動負債 6,175                

減価償却累計額 △132,893              49,635              

減損損失累計額 △295                     

その他の有形固定資産 14,463                   資本金 75,035              

その他の固定資産 5,134                     政府出資金 75,035              

資本剰余金 △17,313          

流動資産 11,497                   利益剰余金 407                   

現金及び預金 10,778                   

その他の流動資産 719                        

58,129              

107,764                 107,764            

負債合計

純資産の部

純資産合計

資産の部 負債の部

資産合計 負債純資産合計

金額

経常費用（Ａ） 31,325                

業務費 29,778                

教育経費 0

大学院教育経費 134                     

研究経費 3,046                  

共同利用・共同研究経費 11,802                

教育研究支援経費 2,485                  

人件費 10,849                

その他 1,458                  

一般管理費 1,511                  

財務費用 34                       

雑損 1                         

経常収益（Ｂ） 31,427                

運営費交付金収益 23,326                

その他の収益 8,100                  

臨時損益（Ｃ） △14                   

当期純利益（Ｂ－Ａ＋Ｃ） 87                       

前中期目標期間繰越積立金取崩額（Ｄ） －

当期総利益（Ｂ－Ａ＋Ｃ＋Ｄ） 87                       
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３． キャッシュ・フロー計算書（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

 

（単位：百万円） 

 

 

 

４．国立大学法人等業務実施コスト計算書（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

 

（単位：百万円） 

 

 

（注）勘定科目の説明については、別紙「財務諸表の科目」を参照。また、金額については百万円未満

切捨てにより作成。 

  

金額
Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー（Ａ） 5,472       

原材料、商品又はサービスの購入による支出 △13,157   

人件費支出 △11,093   

その他の業務支出 △1,534     

運営費交付金収入 26,345      

その他の収入 4,912       

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｂ） △2,922     

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ） △1,658     

Ⅳ資金に係る換算差額（Ｄ） 4              

Ⅴ資金増加額（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 895          

Ⅵ資金期首残高（Ｆ） 9,882       

Ⅶ資金期末残高（Ｇ＝Ｆ＋Ｅ） 10,778      

金額
Ⅰ業務費用 28,512    

損益計算書上の費用 31,412    

（控除）自己収入等 △2,899   

（その他の国立大学法人等業務実施コスト）

Ⅱ損益外減価償却相当額 2,331      

Ⅲ損益外減損損失相当額 0

Ⅳ損益外利息費用相当額 9             

Ⅴ損益外除売却差額相当額 17           

Ⅵ引当外賞与増加見積額 △6          

Ⅶ引当外退職給付増加見積額 △22        

Ⅷ機会費用 127         

Ⅸ（控除）国庫納付額 -

Ⅹ国立大学法人等業務実施コスト 30,969    
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５．財務情報 

（１）財務諸表の概況 

①主要な財務データの分析（内訳・増減理由） 

ア．貸借対照表関係 

（資産合計） 

令和２年度末現在の資産合計は前年度比 1,876 百万円（1.7%）増の 107,764 百万円となって

いる。（以下、特に断りがない限り前年度比・合計） 

主な増加要因としては、プラズマシミュレータシステムのリースを開始したこと等により工

具器具備品が 1,045 百万円（6.0%）増の 18,272 百万円となったこと等が挙げられる。 

主な減少要因としては、減価償却が進んだことにより建物が 337 百万円（1.1%）減の 28,959

百万円となったこと等が挙げられる。 

 

（負債合計） 

令和２年度末現在の負債合計は 2,563 百万円（5.4%）増の 49,635 百万円となっている。 

主な増加要因としては、プラズマシミュレータシステムのリースを開始したこと等により長

期未払金が 1,624 百万円（79.4％）増の 3,668 百万円となったこと等が挙げられる。 

主な減少要因としては、減価償却が進んだことにより資産見返運営費交付金等が 861 百万円

（5.2%）減の 15,419 百万円となったこと等が挙げられる。 

 

（純資産合計） 

令和２年度末現在の純資産合計は 686 百万円（1.1%）減の 58,129 百万円となっている。 

主な減少要因としては、特定償却資産である研究教育用建物の減価償却等により損益外減価

償却累計額が△2,263 百万円（3.9%）増の△59,471 百万円となったこと等が挙げられる。 

 

イ．損益計算書関係 

（経常費用） 

令和２年度の経常費用は 2,318 百万円（6.8%）減の 31,325 百万円となっている。 

主な増加要因としては、職員の増加等により職員人件費が 74 百万円（2.5%）増の 2,984 百

万円となったこと等が挙げられる。 

主な減少要因としては、資産の償却期間が経過したことによる減価償却費の減少等により共

同利用・共同研究経費が 1,137 百万円（8.7%）減の 11,802 百万円となったこと等が挙げられ

る。 

 

（経常収益） 

令和２年度の経常収益は 2,220 百万円（6.5%）減の 31,427 百万円となっている。 

主な増加要因としては、共同研究費の費用執行の増加による共同研究収益が 1 百万円（1.1%）

増の 101 百万円となったこと等が挙げられる。 

主な減少要因としては、運営費交付金の費用執行の減少による運営費交付金収益が 1,063 百

万円（4.3%）減の 23,326 百万円となったこと等が挙げられる。 

 

（当期総損益） 

上記経常損益の状況及び臨時損失として固定資産除却損 86 百万円、固定資産売却損 0 百万

円、過年度損益修正損 0 百万円、臨時利益として資産見返負債戻入等 66 百万円、建設仮勘定

見返負債戻入等 4 百万円、固定資産売却益 1 百万円を計上した結果、令和２年度の当期総利益

は 87 百万円となっている。 
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ウ．キャッシュ・フロー計算書関係 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

令和２年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 1,134 百万円（26.1%）増の 5,472 百万

円となっている。 

主な増加要因としては、寄附金収入が 105 百万円（32.4%）増の 432 百万円となったこと等

が挙げられる。 

主な減少要因としては、運営費交付金収入が 694 百万円（2.5%）減の 26,345 百万円となっ

たこと等が挙げられる。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

令和２年度の投資活動によるキャッシュ・フローは 288 百万円（10.9%）増の△2,922 百万

円となっている。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

令和２年度の財務活動によるキャッシュ・フローは 355 百万円（27.3%）増の△1,658 百万

円となっている。 

主な増加要因としては、リース債務の返済による支出が 325 百万円（25.0%）増の△1,623 百

万円となったこと等が挙げられる。 

 

エ．国立大学法人等業務実施コスト計算書関係 

（国立大学法人等業務実施コスト） 

令和２年度の国立大学法人等業務実施コストは 2,158 百万円（6.5%）減の 30,969 百万円と

なっている。 

主な増加要因としては、損益外除売却差額相当額に係るコストが 17 百万円（13,069.4%）増

の 17 百万円となったこと等が挙げられる。 

主な減少要因としては、業務費用に係るコストが 1,682 百万円（5.5%）減の 28,512 百万円

となったこと等が挙げられる。 
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（表）主要財務データの経年表 

 

（単位：百万円） 

 

 

②セグメントの経年比較・分析（内容・増減理由） 

ア．業務損益 

機構本部の業務損益は 3 百万円と、29 百万円（111.4％）の増となっている。これは、令和

２年度に前払費用に計上され来年度以降に費用化されるものについて、その収益化を令和２年

度に行ったことが主な要因である。 

 

国立天文台の業務損益は 84 百万円と、72 百万円（609.5％）の増となっている。これは、令

和２年度に前払費用に計上され来年度以降に費用化されるものについて、その収益化を令和２

年度に行ったことが主な要因である。 

 

核融合科学研究所の業務損益は△18 百万円と、39 百万円（186.1％）の減となっている。こ

れは、国立大学法人会計基準の性質上、ファイナンス・リース取引に係る費用（支払利息及び

減価償却費）が次第に逓減していくことに対し、収益（運営費交付金収益）は一定であること

により損益が均衡しないことが主な要因である。 

区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

資産合計 113,088          110,938          105,996          105,887          107,764          

負債合計 45,664            46,825            45,725            47,071            49,635            

純資産合計 67,424            64,113            60,271            58,815            58,129            

経常費用 34,204            35,066            34,196            33,643            31,325            

経常収益 33,924            35,114            34,220            33,648            31,427            

臨時損失 132                 32                   37                   111                 86                   

臨時利益 128                 32                   34                   94                   71                   

目的積立金取崩額 － － － 24                   －

当期総利益（△は当期総損失） △150              48                   20                   11                   87                   

業務活動によるキャッシュ・フロー 6,126              6,768              4,733              4,338              5,472              

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,419           △3,217           △2,921           △2,634           △2,922           

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,047           △1,998           △1,923           △1,302           △1,658           

資金に係る換算差額 △14                △6                  16                   △3                  4                     

資金増加額（△は資金減少額） △2,354           1,547              △95                397                 895                 

資金期首残高 10,387            8,032              9,580              9,484              9,882              

資金期末残高 8,032              9,580              9,484              9,882              10,778            

国立大学法人等業務実施コスト 35,477            35,391            34,217            33,128            30,969            

 （内訳）

　業務費用 30,881            31,535            30,486            30,194            28,512            

　　うち損益計算書上の費用 34,337            35,098            34,233            33,755            31,412            

　　うち自己収入 △3,455           △3,562           △3,746           △3,561           △2,899           

　損益外減価償却相当額 4,302              4,061              3,811              2,956              2,331              

　損益外減損損失累計額 － － 11                   △1                  0

　損益外利息費用相当額 △4                  11                   13                   7                     9                     

　損益外除売却差額相当額 0 0 51                   0 17                   

　引当外賞与増加見積額 78                   △92                △15                18                   △6                  

　引当外退職給付増加見積額 10                   △292              △237              △89                △22                

　機会費用 207                 167                 94                   43                   127                 

　（控除）国庫納付金 － － － － －
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基礎生物学研究所の業務損益は 4 百万円と、1 百万円（18.2％）の増となっている。これは、

令和２年度に前払費用に計上され来年度以降に費用化されるものについて、その収益化を令和

２年度に行ったことが主な要因である。 

 

生理学研究所の業務損益は△0 百万円と、27 百万円（96.5％）の増となっている。これは、

過年度に前払費用で計上され収益化したものについて、令和２年度に費用化したことが主な要

因である。 

 

分子科学研究所の業務損益は 17 百万円と、18 百万円（51.1％）の減となっている。これ

は、自己収入予算による資産購入を行った際の収益と費用（減価償却費）が均衡しないこと

が主な要因である。 

 

岡崎共通研究施設の業務損益は 0 百万円と、0 百万円（154.9％）の減となっている。 

 

岡崎統合事務センターの業務損益は 10 百万円と、28 百万円（204.4％）の増となってい

る。 

 

新分野創成センターの業務損益は 0 百万円と、1 百万円（100.0％）の増となっている。 

 

アストロバイオロジーセンターの業務損益は△0 百万円と、0 百万円（4217.6％）の減とな

っている。 

 

生命創成探究センターの業務損益は 1 百万円と、1 百万円（102.4％）の増となっている。 
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（表）業務損益の経年表 

（単位：百万円） 

   

区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

機構本部 △ 62 18 2 △ 26 3

国立天文台 △ 127 17 2 11 84

核融合科学研究所 △ 99 13 9 21 △ 18

基礎生物学研究所 △ 0 △ 0 2 3 4

生理学研究所 9 0 0 △ 27 △ 0

分子科学研究所 5 △ 0 7 36 17

岡崎共通研究施設 2 △ 0 △ 0 △ 0 0

岡崎統合事務センター △ 7 △ 0 △ 0 △ 18 10

新分野創成センター 0 0 △ 1 0 △ 0

アストロバイオロジーセンター △ 0 0 1 2 △ 0

生命創成探究センター － － 1 0 1

合計 △ 280 48 24 4 102
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イ．帰属資産 

機構本部の総資産は 9,915 百万円と、1,035 百万円（11.6%）の増となっている。これは、運

営費交付金債務の繰越分に対応する現金及び預金が増加したことが主な要因である。 

 

国立天文台の総資産は 49,361 百万円と、737 百万円（1.4%）の減となっている。これは、

経年による資産の減価償却により工具器具備品減価償却累計額が増加したことが主な要因で

ある。 

 

核融合科学研究所の総資産は 22,581 百万円と、2,479 百万円（12.3%）の増となっている。

これは、工具器具備品が増加したことが主な要因である。 

 

基礎生物学研究所の総資産は 3,739 百万円と、312 百万円（7.7%）の減となっている。こ

れは、経年による資産の減価償却により工具器具備品減価償却累計額が増加したことが主な

要因である。 

 

生理学研究所の総資産は 3,193 百万円と、194 百万円（6.4%）の増となっている。これ

は、工具器具備品が増加したことが主な要因である。 

 

分子科学研究所の総資産は 4,088 万円と、114 百万円（2.7%）の減となっている。これ

は、工具器具備品が減少したことが主な要因である。 

 

岡崎共通研究施設の総資産は 2,394 百万円と、658 百万円（21.5%）の減となっている。こ

れは、経年による資産の減価償却により工具器具備品減価償却累計額が増加したことが主な

要因である。 

 

岡崎統合事務センターの総資産は 11,848 百万円と、1 百万円（0.0%）の増となっている。

これは、建物附属設備が増加したことが主な要因である。 

 

新分野創成センターの総資産は 50 百万円と、2 百万円（4.6%）の減となっている。これは、

科研費の期末残高に対応する現金及び預金が減少したことが主な要因である。 

 

アストロバイオロジーセンターの総資産は 188 百万円と、1 百万円（0.9%）の減となってい

る。これは、経年による資産の減価償却により工具器具備品減価償却累計額が増加したことが

主な要因である。 

 

生命創成探究センターの総資産は 401 百万円と、9 百万円（2.3%）の減となっている。これ

は、経年による資産の減価償却により工具器具備品減価償却累計額が増加したことが主な要因

である。 
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（表）帰属資産の経年表 

（単位：百万円） 

 

③目的積立金の申請状況及び使途内訳等 

該当なし 

 

（２）施設等に係る投資等の状況 

①当事業年度中に完成した主要施設等 

（山手）ライフライン再生（特高受変電設備） （取得価格 328 百万円） 

（明大寺）総合研究棟改修Ⅱ（分子研）  （取得価格 213 百万円） 

（明大寺）ライフライン再生（熱源設備）  （取得価格 152 百万円） 

 

②当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

該当なし 

 

③当事業年度に処分した主要施設等 

該当なし 

 

④当事業年度において担保に供した施設等 

該当なし 

  

区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
機構本部 7,637 8,604 9,094 8,880 9,915
国立天文台 50,889 49,252 49,414 50,099 49,361
核融合科学研究所 28,291 24,860 21,324 20,101 22,581
基礎生物学研究所 4,754 4,646 4,387 4,051 3,739
生理学研究所 3,293 2,904 2,571 2,998 3,193
分子科学研究所 4,046 3,969 3,908 4,202 4,088
岡崎共通研究施設 2,266 4,451 3,739 3,052 2,394
岡崎統合事務センター 11,795 12,102 11,257 11,846 11,848
新分野創成センター 20 24 14 52 50
アストロバイオロジーセンター 92 122 146 189 190
生命創成探究センター － － 135 410 401

合計 113,088 110,938 105,996 105,887 107,764
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（３）予算・決算の概況 

以下の予算・決算は、国立大学法人等の運営状況について、国のベースにて表示しているものである。 

 

（単位：百万円） 

 

予算 決算 予算 決算 予算 決算
34,656 34,258 34,323 35,432 34,374 35,626
28,613 28,657 28,122 28,421 28,244 28,978
1,816 1,724 2,828 2,860 2,876 2,417
4,226 3,877 3,374 4,152 3,254 4,231

34,656 33,090 34,323 33,258 34,374 33,276
29,616 28,228 28,296 27,136 28,416 27,326

- - - - - -
5,039 4,863 6,028 6,123 5,958 5,949

- 1,168 - 2,174 - 2,351

差額理由
予算 決算 予算 決算
39,476 38,451 35,663 34,696
28,491 28,720 27,344 27,488 （注１）
7,768 5,899 4,867 3,941 （注２）
3,217 3,832 3,453 3,268 （注３）

39,476 36,610 35,663 31,729
28,668 27,456 27,533 25,260 （注４）

- - － －
10,808 9,155 8,130 6,469 （注５）

- 1,841 0 2,967

（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

補助金等収入については、年度内未完了により翌年度へ繰り越したこと等により、予算額
に比して決算額が926百万円少額となっております。

その他収入については、予算段階での見込みよりも受託研究による収入が少額となったこ
と等により、予算額に比して決算額が185百万円少額となっています。

令和２年度
区分

　その他収入
　補助金等収入

令和元年度

　運営費交付金収入
収入

収入－支出

運営費交付金収入については、予算段階で予定していなかった前年度からの繰越し、年俸
制導入促進費、退職手当及び補正予算の交付を受けたことにより、予算額に比して決算額
が144百万円多額となっています。

　一般管理費
　教育研究経費
支出

収入－支出

教育研究経費については、令和２年度に実施予定であった事業の一部を翌年度に繰り越し
たこと等により、予算額に比して決算額が2,273百万円少額となっています。

その他支出については、（注２）に示した理由等により、予算額に比して決算額が1,661百
万円少額となっています。

平成２９年度

収入

　その他支出

　運営費交付金収入

区分

　補助金等収入
　その他収入
支出
　教育研究経費
　一般管理費

平成３０年度平成２８年度

　その他支出
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Ⅳ事業の実施状況  

（１）財源構造の概略等 

本機構の経常収益は 31,427 百万円で、その内訳は、運営費交付金収益 23,326 百万円（74.2%（対

経常収益比、以下同じ））、資産見返負債戻入 3,448 百万円（10.9%）、受託研究収益 1,360 百万円

（4.3%）、補助金等収益 1,671 百万円（5.3%）、その他 1,620 百万円（5.1%）となっている。 

 

 

（２）財務データ等と関連付けた事業説明 

ア．機構本部 

機構本部セグメントは、各機関の重複業務を避け機構として効率的な業務運営を行うため、共

通的な業務の取りまとめを行うとともに、経営協議会、教育研究評議会、役員会等の機構運営に

重要な会議を開催した。また、資産の有効活用の観点から、学術研究の動向等から当該機関で使

用の見込みのなくなった施設について、機構全体での有効利用を図るため、国立天文台野辺山地

区の職員宿舎等を研修施設に転用した「自然科学研究機構野辺山研修所」を運営した。 

機構本部セグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 1,223 百万円（94.7%（当

該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 1 百万円（0.0%）、その他 67 百万

円（5.1%）となっている。また、事業に要した経費は、研究経費 103 百万円、共同利用・共同研

究経費 18 百万円、教育研究支援経費 26 百万円、受託研究費 0 百万円、人件費 933 百万円、一般

管理費 205 百万円、財務費用 0 百万円、雑損 0 百万円となっている。 

 

イ．国立天文台 

国立天文台セグメントは、令和 2 年度においては、科学研究部、15 プロジェクト室、3 センタ

ー、情報セキュリティ室、研究力強化戦略室、国際連携室、人事企画室、安全衛生推進室、技術

推進室及び事務部により構成されており、天文学及びこれに関連する分野の研究、天象観測並び

に暦書編製、中央標準時の決定及び現示並びに時計の検定に関する事務を目的としている。 

令和 2 年度においては、新型コロナウィルス感染症の影響を受けつつも、機器・人に対する適

切なアクセス制御等の対策とネットワークを用いたデータおよび研究環境の提供を継続し、各種

共同利用を可能な範囲で実施した。 

チリのアルマ望遠鏡は、令和 2 年 3 月から共同利用観測を中断していたが、令和 3 年 3 月から

科学観測を再開した。アジア地域の中核機関として、アルマ東アジア地域センター（三鷹本部）

における国際共同利用・共同研究を継続して進め、生まれたばかりの宇宙で成熟した銀河が急速

に出現したことを突き止めるなどの成果を挙げ、東アジアから出版された査読論文数は令和 2 年

度末時点で 432 報に上った。また、アルマ望遠鏡の機能・性能のさらなる拡充・強化を目指し、

バンド 1 受信機（台湾との協力）、次世代分光器（韓国との協力）の開発を進めるとともに、基礎

開発を進めた。 

ハワイ観測所では、約 7 週間にわたる観測休止後、すばる望遠鏡搭載の超広視野主焦点カメラ

（HSC）約 33 夜、近赤外線ドップラー分光器（IRD）35 夜の戦略枠プログラムを含む共同利用

観測を実施し、全体として 130 報の研究論文が出版された。HSC は米国航空宇宙局（NASA）の

太陽系外縁天体探査機「ニュー・ホライズンズ（New Horizons）」との共同観測を令和 2 年度か

ら進め、同探査機が調査対象とする天体の候補を探す重要な役割を担っている。さらに、HSC の

大規模データと機械学習に基づく新手法を組み合わせることで、形成から間もない銀河を複数発

見するとともに人工知能を活用して約 50 万個の銀河の形態を分類するなど、データサイエンス

のアプローチに基づく研究成果を挙げた。また、超広視野主焦点分光器（PFS）の運用に向けて、

1 台目の分光器および光ファイバー位置確認用カメラシステムをすばる望遠鏡に搭載して調整・

試験を実施した。 
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超大型望遠鏡 TMT 計画は、平成 26 年度に 5 カ国 7 機関により設立した TMT 国際天文台の

もとで国際的な建設推進体制確立を進めた。日本が分担している望遠鏡本体構造については、ド

ームや観測装置、付帯設備とのインターフェースの確定と製造図面の作成を進めた。また、研磨

加工済みの分割鏡の TMT 国際天文台（TIO）による品質審査への対応や、今後の支持機構搭載

工程で必要となる接続部品の接着精度向上の開発を行った。第一期観測装置である IRIS（近赤外

撮像分光器）に関しては、詳細設計審査にむけた撮像系の光学機械設計や冷却化での耐久性能試

験などを実施した。 

その他、各プロジェクトにおいて共同利用等を行った。加えて、光・赤外線望遠鏡研究教育拠

点ネットワークの構築や、国内 VLBI ネットワークを利用した観測を、大学間連携事業として実

施した。 

国立天文台セグメントの事業の実施財源は、運営費交付金収益 7,811 百万円（72.6%（当該セ

グメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 3 百万円（0.0%）、共同研究収益 1 百

万円（0.0%）、受託事業等収益 14 百万円（0.1%）、寄附金収益 75 百万円（0.7%）、その他 2,839

百万円（26.4%）となっている。また、事業に要した経費は、大学院教育経費 48 百万円、研究経

費 429 百万円、共同利用・共同研究経費 4,706 百万円、教育研究支援経費 825 百万円、受託研究

費 3 百万円、共同研究費 1 百万円、受託事業費 14 百万円、人件費 3,932 百万円、一般管理費 675

百万円、財務費用 23 百万円、雑損 0 百万円となっている。 

 

ウ．核融合科学研究所 

核融合科学研究所セグメントは、研究部（ヘリカル研究部 7 研究系、1 研究センター）、技術

部、管理部より構成されており、研究部 7 研究系を横断して 3 つの研究プロジェクトを設置して

いる。 

我が国独自のアイデアに基づく超伝導コイルを用いたヘリカル磁場方式の大型実験装置（大型

ヘリカル装置（以下「LHD」という。））を用いたプラズマの閉じ込め研究を行うことで、将来の

炉心プラズマの実現に必要な、1 億度を超える定常プラズマに関わる物理的、工学的研究課題の

解明を目指している。 

令和２年度においては、年度計画で定めた教育研究等の質の向上に関する目標等の達成のため

に、LHD 計画プロジェクト（ヘリカル磁場方式の物理及び環状プラズマの総合的理解に向けて

共同研究を活用した学術研究を推進）、数値実験炉研究プロジェクト（核融合プラズマ閉じ込め

の物理機構解明とその体系化及び数値試験炉の構築を目指す）、核融合工学研究プロジェクト（核

融合炉設計の高度化研究を進めるとともに基礎となる学際領域の研究拡充を図る）を中心に事業

を実施した。 

このうち、LHD 計画プロジェクトについては、プラズマ加熱装置の増強・最適化等を行い、イ

オン温度・電子温度１億度の同時達成に成功した。核融合炉では二つの温度が同時に１億度を超

えるプラズマの生成が必要であり、核融合炉に外挿可能な超高性能プラズマの研究が大きく進展

した。また、プラズマ物理における長年の謎である重水素による閉じ込め改善の機構解明に向け

て、計測器のミリ波光学系を改造・高性能化し、閉じ込め性能に大きく影響を与えるプラズマ中

の乱流揺動の２次元分布計測を行い、不安定揺動の発生場所がプラズマ周辺部であることを明ら

かにした。 

数値実験炉研究プロジェクトについては、核融合炉の設計に資するシミュレーションコード群

や物理モデル群の拡張・統合を進めており、プラズマ中で起こる様々な現象について、物理モデ

ルの開発や、解析コードの機能強化等を行った。また、プラズマ壁相互作用・周辺プラズマ輸送

の解析においては、新たに、分子動力学法と熱伝導方程式を組み合わせたシミュレーション技法

を開発し、プラズマ対向材から発生する水素放出量等の評価が可能となった。 

核融合工学研究プロジェクトについては、ヘリカル型核融合炉の概念設計を進め、特に、早期

発電実証を目指したコンパクト炉の概念設計を提案するとともに、設計手法の高度化により重量
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を大幅に低減した支持構造物の耐震健全性を確認した。さらに、核融合炉の基幹技術の高度化に

取り組み、複数種の先進高温超伝導導体サンプルの試作に成功し、その実環境試験を開始した。

また、「熱・物質流動ループ」試験装置で、循環リチウム鉛（LiPb）からの連続水素回収試験を進

めるとともに、フッ化物溶融塩（FLiNaK）システムのフェイルセーフ確認試験等の準備を完了

した。 

 

核融合科学研究所セグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 7,815 百万円

（84.0%（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 1 百万円（0.0%）、共

同研究収益 35 百万円（0.3%）、受託事業等収益 2 百万円（0.0%）、寄附金収益 27 百万円（0.2%）、

その他 1,411 百万円（15.1%）となっている。また、事業に要した経費は、教育経費 0 百万円、

大学院教育経費 13 百万円、研究経費 484 百万円、共同利用・共同研究経費 5,610 百万円、教育

研究支援経費 825 百万円、受託研究費 1 百万円、共同研究費 35 百万円、受託事業費 2 百万円、

人件費 2,132 百万円、一般管理費 176 百万円、財務費用 31 百万円、雑損 0 百万円となっている。 

 

 

エ．基礎生物学研究所 

基礎生物学研究所セグメントは、7 領域（細胞生物学領域、発生生物学領域、神経生物学領域、

進化多様性生物学領域、環境生物学領域、理論生物学領域、イメージングサイエンス研究領域）、

4 研究施設（モデル生物研究センター、生物機能解析センター、IBBP センター及び新規モデル

生物開発センター）により構成されており、生命現象の基本的原理に関する総合的研究を行い、

卓越した国際研究拠点として基礎生物学分野、特に、細胞生物学、発生生物学、進化多様性生物

学、神経生物学、環境生物学等の基盤研究を更に発展させ、独創的で世界を先導する研究を推進

し、共同研究・研究集会などを通じて、我が国の基礎生物学研究領域の発展に尽力することを目

的としている。 

令和２年度においては、年度計画において定めた教育研究等の質の向上に関する目標等の実現

のため、国内外の基礎生物学分野の発展を推進するための世界的な研究拠点として、関連する

様々な基礎研究分野における最先端の研究の推進、その研究資源を用いた共同研究と共同利用の

推進を行うとともに、「ネットワーク型研究加速事業（生物の適応戦略解明のための大学連携研

究拠点ネットワークの形成）」「大学間連携による新規モデル生物の開発拠点形成」「生物の環境

適応戦略解明に向けた統合的研究」、「メダカのバイオリソースプロジェクト（NBRP 代表機関）」

等の事業を行った。 

また、年度計画に掲げる共同利用・共同研究に関する目標を達成するための措置等を実現する

ため、研究支援施設の整備・再構築の一環として研究設備等の整備を重点的に行った。 

さらに、全国の大学等と連携して生物遺伝資源のバックアップ体制を構築し、動物、植物、微

生物等の生物遺伝資源を安定的に保存・管理することで貴重な生物遺伝資源の毀損・消失を回避

するための「大学連携バイオバックアッププロジェクト」を引き続き実施するとともに、長期保

存技術が確立されていない生物遺伝資源をバックアップするための保存技術開発を目的とした

「生物遺伝資源新規保存技術開発共同利用研究」及び超低温（凍結）保存に関する研究会

CryopreservationConference2020を実施した。 

 

基礎生物学研究所セグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 1,155 百万円

（63.7％（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 226 百万円（12.5％）、

共同研究収益 10 百万円（0.5％）、寄附金収益 34 百万円（1.9％）、その他 386 百万円（21.3％）

となっている。また、事業に要した経費は、大学院教育経費 23 百万円、研究経費 388 百万円、

共同利用・共同研究経費 301 百万円、受託研究費 222 百万円、共同研究費 10 百万円、人件費 861

百万円、一般管理費 1 百万円、財務費用 0 百万円となっている。 
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オ．生理学研究所 

生理学研究所セグメントは、4 研究領域（分子細胞生理研究領域、生体機能調節研究領域、基

盤神経科学研究領域及びシステム脳科学研究領域）、4 施設（行動・代謝分子解析センター、研究

連携センター、脳機能計測・支援センター、情報処理・発信センター）により構成されており、

人体の生命活動の総合的な解明を目的とした人体基礎生理学研究機関として唯一の大学共同利

用機関である。 

令和２年度においては、年度計画において定めた共同利用・共同研究に関する目標等を実現す

るため、国内外の生理学の発展を推進するための世界的な研究拠点として、関連する様々な基礎

研究分野における最先端の研究の推進、その研究資源を用いた共同研究と共同利用の推進を実施

した。また、「超高磁場磁気共鳴画像装置を用いた双方向型連携研究によるヒト高次脳機能の解

明」「遺伝子改変モデル動物の表現型解析を飛躍的に高める先端技術の開発と共同利用・共同研

究を推進する為の研究環境基盤の構築」「ネットワーク型研究加速事業（機能タンパク質の構造

と機能のダイナミクスと、それに基づく細胞・生体システム作動機構の研究拠点の形成）」、「ニホ

ンザルのバイオリソースプロジェクト（NBRP 分担機関）」等の事業を引き続き実施した。 

また、共同研究・共同利用実験設備の維持・拡充のための整備を重点的に行った。 

 

生理学研究所セグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 1,174 百万円（56.6％

（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 394 百万円（19.0％）、共同

研究収益 22 百万円（1.0％）、受託事業等収益 0 百万円（0.0％）、寄附金収益 51 百万円（2.4％）、

その他 429 百万円（20.7％）となっている。また、事業に要した経費は、大学院教育経費 15 百

万円、研究経費 316 百万円、共同利用・共同研究経費 319 百万円、教育研究支援経費 127 百万

円、受託研究費 394 百万円、共同研究費 22 百万円、受託事業費 0 百万円、人件費 874 百万円、

一般管理費 1 百万円、財務費用 0 百万円、雑損 1 百万円となっている。 

 

カ．分子科学研究所 

分子科学研究所セグメントは、4 研究領域（理論・計算分子科学研究領域、光分子科学研究領

域、物質分子科学研究領域、生命・錯体分子科学研究領域）、5 施設（極端紫外光研究施設、機器

センター、協奏分子システム研究センター、メゾスコピック計測研究センター及び装置開発室）、

2 研究部門（特別研究部門、社会連携研究部門）により構成されており、物質の基礎である分子

の構造とその機能に関する実験的研究並びに理論的研究を行うとともに、化学と物理学の境界か

ら更には生命科学にまでまたがる分子科学の研究を推進するための中核として、広く研究者の共

同利用に供することを目的としている。 

令和２年度においては、年度計画において定めた共同利用・共同研究に関する目標を達成する

ための措置等を実現するため、国内外の分子科学の発展を推進するための世界的な研究拠点とし

て、関連する様々な基礎研究分野における最先端の研究の推進、その研究資源を用いた共同研究

と共同利用の推進を行うとともに、「卓越した機能をもつ分子系の創成」「新しい分子野を開拓す

るメゾスコピック計測拠点の形成」「物性科学分野における研究人材交流・頭脳循環拠点形成事

業」「低エネルギー放射光を中心とした光科学研究の推進」「大学連携研究設備ネットワークによ

る設備相互利用と共同研究の促進」「ネットワーク型研究加速事業（分子観察による物質・生命の

階層横断的な理解）」「ナノテクノロジー・プラットフォーム事業」「エネルギーの高効率な創出，

変換・貯蔵，利用の新規基盤技術の開発」等の事業を実施した。 

 

分子科学研究所セグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 1,805 百万円（56.4％

（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 586 百万円（18.3％）、共同

研究収益 30 百万円（0.9％）、受託事業等収益 0 百万円（0.0％）、寄附金収益 57 百万円（1.8％）、
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その他 717 百万円（22.4％）となっている。また、事業に要した経費は、大学院教育経費 31 百

万円、研究経費 907 百万円、共同利用・共同研究経費 603 百万円、受託研究費 570 百万円、共同

研究費 30 百万円、受託事業費 0 百万円、人件費 1,033 百万円、一般管理費 3 百万円、財務費用

0 百万円となっている。 

 

キ．岡崎共通研究施設 

岡崎共通研究施設セグメントは、計算科学研究センター、動物資源共同利用研究センター及び

アイソトープ実験センターにより構成されており、岡崎地区の 3 研究所（基礎生物学研究所、生

理学研究所、分子科学研究所）の共通研究施設として基礎生物科学、生理科学、分子科学などの

学際領域にまたがる諸問題に対し、総合的な観点から 3 研究所との緊密に連携し研究展開を図る

ことを目的としている。 

令和２年度においては、年度計画において定めた共同利用・共同研究に関する目標を達成する

ための措置等を実現するため、関連する様々な基礎研究分野における最先端の研究の推進、その

研究資源を用いた共同研究と共同利用の推進を行った。 

 

岡崎共通研究施設セグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益739百万円（91.5％

（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 10 百万円（1.2％）、その他

57 百万円（7.1％）となっている。また、事業に要した経費は、研究経費 33 百万円、共同利用・

共同研究経費 32 百万円、教育研究支援経費 672 百万円、受託研究費 9 百万円、人件費 56 百万

円、財務費用 1 百万円となっている。 

 

ク．岡崎統合事務センター 

岡崎統合事務センターセグメントは、2 部（総務部、財務部）、5 課（総務課、国際研究協力課、

財務課、調達課、施設課）により構成されており、岡崎地区（基礎生物学研究所、生理学研究所、

分子科学研究所、岡崎共通研究施設、生命創成探究センター）の事務を一括して処理することを

目的としている。 

令和２年度においては、年度計画において定めた業務運営の改善及び効率化に関する目標を達

成するため、事務等の効率化・合理化に関する検討、コンプライアンス対策、労働安全衛生対策

及び老朽化施設・設備の修繕をはじめとする機能強化推進事業等を行った。 

 

岡崎統合事務センターセグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 750 百万円

（64.8％（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 79 百万円（6.9％）、

その他 326 百万円（28.2％）となっている。また、事業に要した経費は、大学院教育経費 0 百万

円、研究経費 16 百万円、共同利用・共同研究経費 50 百万円、教育研究支援経費 7 百万円、受託

研究費 79 百万円、人件費 547 百万円、一般管理費 444 百万円、財務費用 0 百万円となっている。 

 

ケ．新分野創成センター 

新分野創成センターは、平成 21 年に２研究分野（「ブレインサイエンス研究分野」、「イメー

ジングサイエンス研究分野」）を設置して活動を開始した機構直轄のセンターである。「ブレイ

ンサイエンス研究分野」及び「イメージングサイエンス研究分野」については、両分野を融合

発展させ、平成 30 年４月に生命創成探究センターを発足した。同年に「先端光科学研究分野」

と「プラズマバイオ研究分野」を立ち上げた。 

同センターの令和２年度の活動としては、「先端光科学研究分野」においては、光科学の新分

野創出の動向を探る目的の勉強会をオンラインで実施するほか、研究公募を行い 10 件の研究課

題を採択、実施した。また、「プラズマバイオ研究分野」においては、名古屋大学及び九州大学

と発足した「プラズマバイオコンソーシアム」に令和２年度に新たに東北大学も参画し、体制
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の一層の強化が図られた。また、本コンソーシアムにおいて研究公募を行い、12 件の研究課題

を採択、実施するとともに、ワークショップ等を開催して各拠点のプラズマバイオロジーの成

果や課題を共有し、更なる研究の促進に向けた活動を行った。さらに、東北大学工学研究科の

非平衡プラズマ学際研究センター（金子俊郎センター長）が新たにプラズマバイオコンソーシ

アムに参加し、シンポジウムを開催した。新分野探査室においては、新たに１つの萌芽的研究

活動について探査し、議論を重ね、機構本部の研究力強化推進本部と共同でデータサイエンス

に関する勉強会を開催し、１件の Feasibility studyを採択した。 

 

新分野創成センターセグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 80 百万円

（91.5%（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、その他 7 百万円（8.4％）となっ

ている。また、事業に要した経費は、研究経費 54 百万円、共同利用・共同研究経費 5 百万円、

人件費 26 百万円、一般管理費 1 百万円となっている。 

 

コ．アストロバイオロジーセンター 

アストロバイオロジーセンターは新分野創成センターの組織再編（「宇宙における生命」研究

分野の発展的改組）により、国際的共同研究拠点として平成 27 年度に創設した機構直轄のセン

ターである。 

同センターの令和２年度の活動としては、地球型惑星を視線速度法で検出するためのすばる

望遠鏡用赤外線ドップラー装置 IRD による、生命を宿しうる地球型惑星の系統的探索と特徴づ

けのための観測を大規模に推進すると共に、初期成果を発表した。すばる望遠鏡における系外

直接観測を実現する次世代装置 SCExAO による発見的成果も得られた。さらに、ABC で開発

した四色同時撮像装置 MuSCAT3 をハワイ・マウイ島の 2m 望遠鏡へ搭載し、運用を開始し

た。これにより岡山の MuSCAT1、スペインの MuSCAT2 と合わせ、昼夜の切れ目なく NASA

の TESS 衛星と連携した系外惑星観測を行う体制が整った。 

 

アストロバイオロジーセンターセグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 311

百万円（85.3%（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 1 百万円

（0.4%）寄附金収益 3 百万円（1.0%）、その他 47 百万円（13.0％）となっている。また、事業

に要した経費は、大学院教育経費 2 百万円、研究経費 168 百万円、共同利用・共同研究経費 50

百万円、受託研究費 1 百万円、人件費 140 百万円、一般管理費 1 百万円、財務費用 0 百万円と

なっている。 

 

 

サ．生命創成探究センター 

生命創成探究センターは、新分野創成センターの「ブレインサイエンス研究分野」及び「イ

メージングサイエンス研究分野」と、岡崎３研究所（基礎生物学研究所、生理学研究所及び分

子科学研究所）の共通施設「岡崎統合バイオサイエンスセンター」を中核組織として再編・融

合発展させた、「生きているとは何か？」という人類の根源的な問いの解明に向けて平成 30 年

度に創設した機構直轄のセンターである。 

同センターの令和２年度の活動としては、年度計画において定めた共同利用・共同研究に関

する目標等を実現するため、「みる・よむ・つくる」を基軸に研究を展開する創成研究領域及び

極限環境生命探査室において、一般共同利用研究や機器利用研究、分野横断型の研究会の実

施、若手啓発事業の実施等、積極的な共同利用・共同研究活動を展開・推進した。また、

「ExCELLS 連携研究」「ExCELLS 課題研究（シーズ発掘含む）」「ExCELLS 特別共同研究」

「ExCELLS 計画研究」を実施した。 
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生命創成探究センターセグメントにおける事業の実施財源は、運営費交付金収益 458 百万円

（74.6%（当該セグメントにおける業務収益比、以下同じ））、受託研究収益 54 百万円

（8.8％）、共同研究収益 0 百万円（0.1％）、寄附金収益 25 百万円（4.0％）、その他 75 百万円

（12.3％）となっている。また、事業に要した経費は、研究経費 142 百万円、共同利用・共同

研究経費 104 百万円、受託研究費 54 百万円、共同研究費 0 百万円、人件費 310 百万円、一般

管理費 0 百万円、財務費用 0 百万円となっている。 

 

 

（３）課題と対処方針等 

機構本部では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費節減に努めるとともに、資金運用によ

り、自己収入の確保に努めた。 

経費の節減については、水道光熱費や通信運搬費等について、経年実績額の推移、契約方法等を

分析し、その節減方策や契約方法の見直しの検討を行っている。 

自己収入を確保するため、低金利の状況下において、本機構の資金を一元的に管理し、「資金管理

方針」にそって元本の安全性を確保した上で、見積もり競争により、0 百万円の運用益を得た。 

今後も、機構内事務の一元化を進め効率化を図りつつ、資金運用や外部資金の獲得等により、機

構運営に必要な予算を確保していく。 

 

国立天文台では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費の節減に努めるとともに、受託研究

費等の外部資金の獲得や版権収入等の自己収入の獲得に努めた。また、限られた資源で効率的・効

果的に成果を上げるために、プロジェクト室等ごとに活動状況を評価し、それを勘案して資源配分

を行った。 

経費の節減については、保守等の契約について、仕様の見直しや競争入札により業務全般におい

て経費の節減に取り組んだ。 

また、外部資金の獲得については、寄附金について積極的な募金活動及び受入体制の整備を行い、

今年度は 222 百万円の収入を確保した。今後とも経費の節減並びに、積極的に競争的研究資金への

アプライや、寄附金の募集・受入体制の更なる整備などにより、引き続き外部資金の獲得に努める

とともに、活動状況の評価に基づく資源配分を行っていく。 

施設の整備については、研究・教育内容の発展等に対応した施設の高機能化や老朽化した建築設

備の機能改善を行っていく必要がある。また、適切な維持保全による建物の長寿命化を図り、環境

への配慮及び省エネルギー対策を通じて、引き続き建物のランニングコスト縮減等に取り組んでい

く。 

設備の整備については、「国立天文台研究用設備整備マスタープラン」に基づき、天文学研究の動

向等を勘案しながら計画的に取り組んでいる。アルマ望遠鏡が運用期に移行し、次は TMT 望遠鏡

関連設備の整備に優先的に取り組んでいく。今年度においては、すばる望遠鏡の機能更新を継続し

て実施し、設備の機能改善を図った。厳しい財政事情の中、既定事業の見直し、経費縮減等により、

その財源確保に引き続き取り組んでいく。 

 

核融合科学研究所では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費の節減に努めるとともに、受

託研究などの外部資金の獲得に努めた。 

経費の節減については、図書館情報計算機システムの調達（リース契約）において、仕様を見直

すとともに、岡崎統合事務センターとの共同調達とすることにより金額を抑えるなど、業務全般に

おいて更なる経費節減に取り組んだ。 

外部資金の獲得については、募集案内等のメールによる周知や公的機関を対象とした競争的研究

費の公募情報掲載ページの新設などを行い、共同研究費の受入額が対前年度 2 百万円増という状況

であった。 
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施設の整備については、建物等の経年劣化が進んでおり、引き続き維持管理に努めるとともに、

研究体制の推進に応じた施設の機能改善・高機能化を図っていく。さらに、省エネルギー対策や環

境に配慮した整備により、ランニングコストなどの経費の節減を引き続き徹底して実施していく。 

設備の整備については、研究体制を更に発展させる観点から適正な資源配分や効率的な執行に努

めており、研究所で策定している「設備マスタープラン」の考え方に基づいて、計画的に取り組ん

でいる。また、LHD の性能を最大限に発揮できる状態に装置を維持するため、LHD 関連機器の高

性能化等の整備を行った。引き続き既定事業の見直しや経費の節減などを進め、その財源確保に取

り組んでいく。 

 

基礎生物学研究所では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費の節減に努めるとともに、外

部資金の獲得に努めた。外部資金の獲得については、寄附金の受入額が前年度より 36 百万円の増

という状況であった。経費の節減については、施設運営費等の見直しを実施した。 

施設の整備については、「自然科学研究機構岡崎 3 機関キャンパスマスタープラン」に基づき、

計画的に取り組んでいる。 

設備の整備については、「基礎生物学研究所設備マスタープラン」に基づき、計画的に取り組んで

いる。当事業年度においては、共同研究・共同利用を更に充実させるための研究設備の整備を重点

的に行った。次年度以降についても、既定事業の見直し、経費の節減等により、その財源確保に引

き続き取り組み、設備の整備を計画的に実施していく。 

 

生理学研究所では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費の節減に努めるとともに、外部資

金の獲得に努めた。外部資金の獲得については、寄附金の受入額が前年度より 15 百万円の増とい

う状況であった。 

施設の整備については、「自然科学研究機構岡崎 3 機関キャンパスマスタープラン」に基づき、

計画的に取り組んでいる。継続的に取り組むべき機能改善を必要とする建物もあり、引き続き、取

り組んでいく。 

設備の整備については、「生理学研究所設備マスタープラン」に基づき、計画的に取り組んでい

る。当事業年度においては、共同研究・共同利用を更に充実させるための研究設備の整備を重点的

に行った。次年度以降についても、既定事業の見直し、経費の節減等により、その財源確保に引き

続き取り組み、設備の整備を計画的に実施していく。 

 

分子科学研究所では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費の節減に努めるとともに、外部

資金の獲得に努めた。外部資金の獲得については、共同研究の受入額が前年度より 3 百万円の増と

いう状況であった。 

施設の整備については、「自然科学研究機構岡崎 3 機関キャンパスマスタープラン」に基づき、

計画的に取り組んでいる。令和２年度においては、特に老朽化が進んでいる化学試料棟について、

老朽化対策とオープンラボ化による産学連携機能の強化等を目的とする改修を実施した。 

設備の整備については、「分子科学研究所設備マスタープラン」に基づき、計画的に取り組んでい

る。当事業年度においては、共同研究・共同利用を更に充実させるための研究設備の整備を重点的

に行うとともに、今後、分子科学研究所が目指す重要課題のひとつである、ナノ～マイクロスケー

ル不均一構造の観察・構築・機能評価を可能とするシステムや UVSOR-III光源・ビームラインの最

適化設備を導入することなどを計画している。 

 

岡崎共通研究施設では、運営費交付金の縮減に対応するため、経費の節減に努めるとともに、外

部資金の獲得に努めた。 

施設の整備については、「自然科学研究機構岡崎 3 機関キャンパスマスタープラン」に基づき、

計画的に取り組んでいる。 
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設備の整備については、基礎生物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所との連携を図り、整

備計画を検討することとしている。 

 

岡崎統合事務センターでは、運営費交付金の縮減に対応するため、引き続き経費節減に努めた。 

施設の整備については、「自然科学研究機構岡崎 3 機関キャンパスマスタープラン」に基づき、

計画的に取り組んでいる。令和２年度においては、山手地区において安定した電力供給を行い、世

界最先端の実験研究を支えるための特高受変電施設の整備を完了したほか、明大寺地区において、

世界最高水準の教育研究を支え、維持するための重要インフラである熱源設備の改修・整備を行っ

た。また、明大寺地区においては、老朽化した中央監視設備の整備が不可欠である。 

 

新分野創成センターでは、コロナ禍の不自由な状況であったが、オンライン等を活用し、研究会

や勉強会を実施するとともに、両新分野のプロジェクト公募も計画通り実施した。 

 

アストロバイオロジーセンターでは、運営委員会等については、軽微な案件はメール審議とする

などの効率的な運営を行った。 

 

生命創成探究センターでは、経費の効率的な執行に努めるとともに、外部資金の獲得に努めた。

また、外部資金の獲得については、受託研究の受入額が 28 百万円の増という状況であった。 

設備の整備については、「生命創成探究センター設備マスタープラン」に基づき、計画的に取り組

んでいる。当事業年度においては、「生きているとは何か？」という人類の根源的な問いの解明を目

指すため、また、我が国の大学等の生命科学研究に寄与するための共同利用･共同研究を推進する

ことを目的として、細胞分取・計測システム、生体相互作用計測装置、４次元組織イメージング装

置の整備を行った。次年度以降についても、財源確保に引き続き取り組み、設備の整備を計画的に

実施していく。 
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Ⅴその他事業に関する事項  

 

１．予算、収支計画及び資金計画 

（１）予算 

決算報告書参照 

（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

（２）収支計画  

年度計画及び財務諸表（損益計算書）参照 

（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

（３）資金計画 

年度計画及び財務諸表（キャッシュ・フロー計算書）参照 

（https://www.nins.jp/site/rule/1017.html） 

 

 

２．短期借入れの概要 

該当なし 

 

３．運営費交付金債務及び当期振替額の明細 

（１）運営費交付金債務の増減額の明細 

（単位：百万円） 

 

 

（２）運営費交付金債務の当期振替額の明細 

 

①平成29年度交付分 

（単位：百万円） 

区   分 金  額 内           訳 

業務達成基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
1 

①業務達成基準を採用した事業等 

機能強化経費（大学との連携による異分野融合・新分野創成を見据

えた自然科学研究拠点の形成・強化）のうち業務達成基準を採用した

事業 

 

②当該業務に関する損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：1 

（人件費：-、その他の経費：1） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：なし 

 

資産見返運

営費交付金 
- 

資本剰余金 - 

運営費交付金

収益

資産見返

運営費交付金
資本剰余金 小　　計

平成29年度 129                  -                        1                     -                      -                      1                     127                 

平成30年度 478                  -                        80                   141                 -                      222                 255                 

令和元年度 1,814               -                        816                 262                 -                      1,078             735                 

令和２年度 -                        26,345             22,427           1,421             -                      23,848           2,496             

合　　計 2,422               26,345             23,326           1,825             -                      25,152           3,615             

交付年度 期首残高
交付金

当期交付額

当　期　振　替　額

期末残高
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計 1 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

業務達成基準を採用している事業のうち、機能強化経費の「大学と

の連携による異分野融合・新分野創成を見据えた自然科学研究拠点の

形成・強化」ほか 2 事業について、1 百万円を収益化 
 

合計  1  

 

②平成30年度交付分 

（単位：百万円） 

区   分 金  額 内           訳 

業務達成基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
18 

①業務達成基準を採用した事業等 

機能強化経費（大学との連携による異分野融合・新分野創成を見据

えた自然科学研究拠点の形成・強化等）のうち業務達成基準を採用し

た事業 

 

②当該業務に関する損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：18 

（人件費：-、その他の経費：18） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：4（研究機器等：4） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

業務達成基準を採用している事業のうち、機能強化経費の「大学と

の連携による異分野融合・新分野創成を見据えた自然科学研究拠点の

形成・強化」ほか 1 事業について、18 百万円を収益化 
 

資産見返運

営費交付金 
4 

資本剰余金 - 

計 23 

費用進行基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
61 

①費用進行基準を採用した事業等 

平成 30 年度補正予算 

 

②当該業務に係る損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：61 

（人件費：-、その他の経費：61） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：137（研究機器等：137） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

平成 30 年度補正予算で支出した事業について、6 百万円を収益化 
 

資産見返運

営費交付金 
137 

資本剰余金 - 

計 199 

合計  222  

 

③令和元年度交付分 

（単位：百万円） 

区   分 金  額 内           訳 
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業務達成基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
586 

①業務達成基準を採用した事業等 

機能強化経費（超大型望遠鏡 TMT 計画の推進、大型電波望遠鏡

「アルマ」による国際共同利用研究の推進等）及び機関運営費のうち

業務達成基準を採用した事業 

 

②当該業務に関する損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：586 

（人件費：-、その他の経費：586） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：254（研究機器等：254） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

業務達成基準を採用している事業のうち、機能強化経費の「超大型

望遠鏡 TMT 計画の推進」ほか 9 事業について、586 百万円を収益化 

資産見返運

営費交付金 
254 

資本剰余金 - 

計 841  

費用進行基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
230 

①費用進行基準を採用した事業等 

平成 30 年度補正予算 

 

②当該業務に係る損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：230 

（人件費：205、その他の経費：25） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：7（研究機器等：7） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

平成 30 年度補正予算で支出した事業について、230 百万円を収益化 
 

資産見返運

営費交付金 
7 

資本剰余金 - 

計 238  

合計  1,078  

 

④令和２年度交付分 

（単位：百万円） 

区   分 金  額 内           訳 

業務達成基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
5,414 

①業務達成基準を採用した事業等 

機能強化経費（超大型望遠鏡 TMT 計画の推進、大型電波望遠鏡「ア

ルマ」による国際共同利用研究の推進等）及び機関運営費のうち業務

達成基準を採用した事業 
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資産見返運

営費交付金 
471 

 

②当該業務に関する損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：5,414 

（人件費：274、その他の経費：5,139） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：471（研究機器等：471） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

業務達成基準を採用している事業のうち、機能強化経費の「超大型

望遠鏡 TMT 計画の推進」ほか 21 事業について、5,414 百万円を収益化 
 

資本剰余金 - 

計 5,885  

期間進行基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
16,676 

①期間進行基準を採用した事業等 

業務達成基準及び費用進行基準を採用した業務以外のすべての業務 

 

②当該業務に係る損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：16,676 

（人件費：9,300、その他の経費：7,376） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：950（研究機器等：950） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

機関運営費のうち、業務達成基準を採用した事業以外の分 16,676 百

万円を収益化 

 

資産見返運

営費交付金 
950 

資本剰余金 - 

計 17,626 

費用進行基

準による振

替額 

運営費交付

金収益 
336 

①費用進行基準を採用した事業等 

退職手当、年俸制導入促進費、移転費、建物新営設備費、PCB 廃棄物

処理費 

 

②当該業務に係る損益等 

ア）損益計算書に計上した費用の額：336 

（人件費：336、その他の経費：-） 

イ）自己収入に係る収益計上額：なし 

ウ）固定資産の取得額：-（研究機器等：-） 

 

③運営費交付金の振替額の積算根拠 

費用進行基準を採用した事業について、336 百万円を収益化 
 

資産見返運

営費交付金 
- 

資本剰余金 - 

計 336 

合計  22,868  
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（３）運営費交付金債務残高の明細 

（単位：百万円） 

交付年度 運営費交付金債務残高 残高の発生理由及び収益化等の計画 

平成 29 年度 

業務達成基

準を採用し

た業務にか

かる分 

127 

・機能強化経費（大学との連携による異分野融合・新分野創成を見据

えた自然科学研究拠点の形成・強化）及び機関運営費のうち業務達

成基準を採用した事業について、翌事業年度に調達を行う案件に係

る相当額を債務として翌事業年度に繰越したもの。 

・翌事業年度において計画どおりの業務を達成できる見込であり、当

該債務は、翌事業年度で収益化する予定である。 

計 127  

平成 30 年度 

業務達成基

準を採用し

た業務にか

かる分 

17 

・機能強化経費（超大型望遠鏡TMT計画の推進等）及び機関運営費の

うち業務達成基準を採用した事業について、翌事業年度に調達を行

う案件に係る相当額を債務として翌事業年度に繰越したもの。 

・翌事業年度において計画どおりの業務を達成できる見込であり、当

該債務は、翌事業年度で収益化する予定である。 

費用進行基

準を採用し

た業務にか

かる分 

237 
・平成 30 年度補正予算に係る事業の執行残であり、翌事業年度にお

いて使用される予定である。 

計 255  

令和元年度 

業務達成基

準を採用し

た業務にか

かる分 

719 

・機能強化経費（超大型望遠鏡TMT計画の推進等）及び機関運営費の

うち業務達成基準を採用した事業について、翌事業年度に調達を行

う案件に係る相当額を債務として翌事業年度に繰越したもの。 

・翌事業年度において計画どおりの業務を達成できる見込であり、当

該債務は、翌事業年度で収益化する予定である。 

費用進行基

準を採用し

た業務にか

かる分 

16 

・退職手当、移転費等について、その未利用分を債務として翌事業年

度に繰越したもの。 

・当該債務は、翌事業年度において使用される予定である。 

計 735  

令和２年度 

業務達成基

準を採用し

た業務にか

かる分 

2,021 

・機能強化経費（超大型望遠鏡 TMT 計画の推進等）及び機関運営費の

うち業務達成基準を採用した事業について、翌事業年度に調達を行う

案件に係る相当額を債務として翌事業年度に繰越したもの。 

・翌事業年度において計画どおりの業務を達成できる見込であり、当該

債務は、翌事業年度で収益化する予定である。 

費用進行基

準を採用し

た業務にか

かる分 

474 

・退職手当、移転費等について、その未利用分を債務として翌事業年度

に繰越したもの。 

・当該債務は、翌事業年度において使用される予定である。 

計 2,496  
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Ⅵ関連会社及び関連公益法人等  

１．特定関連会社 

特定関連会社名 代表者名 

該当なし 
 

 

２．関連会社 

関連会社名 代表者名 

該当なし 
 

 

 

３．関連公益法人等 

関連公益法人等名 代表者名 

公益財団法人 天文学振興財団 理事長 観 山 正 見 
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（別紙） 

■財務諸表の科目 

１．貸借対照表（国立大学法人等の財政状態を明らかにするため、期末日におけるすべての資産、負債

及び純資産を記載したもの） 

有形固定資産：本機構が長期にわたって使用する有形の固定資産。（土地、建物、構築物、工具器具備

品、その他の有形固定資産が該当） 

減価償却累計額：土地を除く固定資産の減価償却費（特定償却資産に係る損益外減価償却累計額を含

む）の累計額。 

減損損失累計額：減損処理（固定資産の使用実績が、取得時に想定した使用計画に比して著しく低下

し、回復の見込みがないと認められる場合等に、当該固定資産の価額を回収可能サービス価額まで

減少させる会計処理）により生じた減損損失相当額の累計額。 

その他の有形固定資産：図書、美術品・収蔵品、車両運搬具、建設仮勘定が該当。 

その他の固定資産：無形固定資産（特許権、ソフトウェア、電話加入権、特許権仮勘定、商標権仮勘

定、施設利用権、その他の無形固定資産）、投資その他の資産（長期前払費用、差入敷金・保証金、

預託金）が該当。 

現金及び預金：現金(通貨及び小切手等の通貨代用証券)と預金（普通預金、当座預金及び一年以内に満

期又は償還日が訪れる定期預金等）の合計額。 

その他の流動資産：未収入金、たな卸資産、前払費用、未収収益、立替金が該当。 

資産見返負債：運営費交付金等により償却資産を取得した場合、当該償却資産の貸借対照表計上額と

同額を運営費交付金債務等から資産見返負債に振り替える。計上された資産見返負債については、

当該償却資産の減価償却を行う都度、それと同額を資産見返負債から資産見返戻入（収益科目）に

振り替える。（資産見返運営費交付金、資産見返補助金等、資産見返寄附金、資産見返物品受贈額、

建設仮勘定見返運営費交付金、建設仮勘定見返施設費、建設仮勘定見返補助金等、建設仮勘定見返

寄附金が該当） 

その他の固定負債：退職給付引当金、資産除去債務、長期未払金（ファイナンス・リースに係る一年

超のリース債務）が該当。 

未払金：１年以内に支払い義務が確定している額。 

その他の流動負債：運営費交付金債務、預り補助金等、寄附金債務、前受受託研究費等、前受受託事

業費等、前受金、預り科学研究費補助金、預り金、未払金、未払消費税等が該当。 

政府出資金：国からの出資相当額。 

資本剰余金：国から交付された施設費等により取得した資産(建物等)等の相当額。 

利益剰余金：本機構の業務に関連して発生した剰余金の累計額。 

 

２．損益計算書（国立大学法人等の運営状況を明らかにするため、一会計期間に属するすべての費用と

これに対応するすべての収益とを記載したもの） 

業務費：本機構の業務に要した経費。 

教育経費：公開講座等に要した経費。 

大学院教育経費：総合研究大学院大学等の学生に対し行われる教育に要した経費。 

研究経費：研究に要した経費。 

共同利用・共同研究経費：共同利用装置、共同利用施設の利用及び関連研究分野間の共同研究や研究

集会等に係る経費。 

教育研究支援経費：図書館等、機関もしくは機構全体の教育及び研究の双方を支援するために設置さ

れている施設又は組織であって学生及び教員の双方が利用するものの運営に要する経費 

人件費：本機構の役員及び教職員の給与、賞与、法定福利費等の経費。 

その他：受託研究費、受託事業費が該当。 

一般管理費：本機構の管理その他の業務を行うために要した経費。 
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財務費用：リース料のうち利息相当額。 

雑損：委託費の返還に係る支出。 

運営費交付金収益：運営費交付金のうち、当期の収益として認識した相当額。 

その他の収益：大学院教育収益、受託研究等収益、受託事業等収益、寄附金収益、施設費収益、補助

金等収益、資産見返負債戻入（減価償却等によるもの）、財務収益、雑益が該当。 

臨時損益：固定資産除却損、資産見返負債戻入（除売却によるもの）が該当。 

 

３．キャッシュ・フロー計算書（一会計期間におけるキャッシュ・フローの状況を一定の活動区分別に

表示するもの） 

業務活動によるキャッシュ・フロー：原材料、商品又はサービスの購入による支出、人件費支出及び

運営費交付金収入等の、本機構の通常の業務の実施に係る資金の収支状況を表す。 

投資活動によるキャッシュ・フロー：固定資産の取得による支出等の将来に向けた運営基盤の確立の

ために行われる投資活動に係る資金の収支状況を表す。 

財務活動によるキャッシュ・フロー：資金の調達及び返済等に係る資金の収支状況を表す。リース債

務の返済による支出が該当。 

資金に係る換算差額：外国通貨及び外貨建金銭債権債務の決算時における円換算差額相当額。 

 

４．国立大学法人等業務実施コスト計算書（国立大学法人等の業務運営に関して、国民の負担に帰せら

れるコストを表示するもの） 

国立大学法人等業務実施コスト：本機構の業務運営に関し、現在又は将来の国民の負担に帰すべきコ

スト。 

業務費用：本機構の業務実施コストのうち、損益計算書上の費用から自己収入等を控除した相当額。 

損益外減価償却相当額：収益の獲得が予定されないものとして特定された資産に係る減価償却相当額。 

損益外利息費用相当額：資産除去債務に対応する資産計上額のうち、時の経過による資産除去債務の

調整額。 

損益外除売却差額相当額：資本剰余金を減額して整理された特定償却資産に係る除却損相当額。 

引当外賞与増加見積額：支払財源が運営費交付金であることが明らかと認められる場合の賞与引当金

相当額の増加見積相当額。前事業年度との差額として計上（当事業年度における引当外賞与引当金

見積額の総額は、貸借対照表に注記）。 

引当外退職給付増加見積額：財源措置が運営費交付金により行われることが明らかと認められる場合

の退職給付引当金増加見積額。前事業年度との差額として計上（当事業年度における引当外退職給

付引当金見積額の総額は貸借対照表に注記）。 

機会費用：国又は地方公共団体の財産の無償又は減額された使用料による賃貸借取引から生ずる機会

費用及び政府出資等から生ずる機会費用が該当。 

 

 


